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平成24年4月から新たに創設されたサービスで、市内には2つの事業所が指定され、24時間365日
の在宅生活を支えるためのサービスを実施しています。左記の具体例のように、「自宅での介護が必
要な時は自宅に訪問

4 4

」「日中の集いの場として施設に通い
4 4

」「時には施設に宿泊
4 4

」することが可能です。
この3つを柔軟に組み合わせることにより、利用者と家族に安心を届けます。サービスは同じ職員が
かかわりますので、ちょっとした変化にも対応でき、環境の変化が苦手な高齢者でも安心して利用で
きます。
　料金体系は右下表のとおり1カ月の定額制のため、安心して計画を立てることができます。
申　各事業所へ　問　高齢者福祉課介護保険班　☎（497）3473　

【家族構成ほか】
　75歳女性のＡさんは、要介護2で息子夫
婦と3人暮らしです。
　息子は月曜日から金曜日まで勤務する
会社員、その妻は月・水・金曜日にパー
トタイムで働きに出ています。
【サービスの利用】
◆本人が落ち着かないときなどは、連絡
をして自宅へ訪問
◆日中独居となる月・水・金曜日に通い
のサービスを利用
◆介護者が夜外出する際などは、事前に
相談をし、施設に宿泊
【受けられるサービス】
　居宅で、またはサービスの拠点への通
所や短期宿泊により、入浴、排せつ、食
事などの介護、調理、洗濯、掃除などの
家事、生活相談、助言や健康状態の確認
などの日常生活上の世話、機能訓練を行
い、能力に応じ居宅で自立した日常生活
を営むことができるようになります。
　通いを中心として利用者の形態や希望
に応じ、随時訪問や宿泊を組み合わせて
サービスを受けることにより、居宅にお
ける生活の継続が可能です。
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介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

　
介
護
認
定
を
受
け
た
人
が
介
護

保
険
制
度
の
中
で
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と
「
居

宅
サ
ー
ビ
ス
」「
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
」「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
は
市
が
事
業
者
の
指
定
を
行
い
、

原
則
、
市
民
の
み
が
利
用
で
き
る
も

の
で
す
。

　
今
号
は
下
表
の
①
、
12
月
15
日
号

に
②
③
、
1
月
15
日
号
に
④
⑤
と
3

　
介
護
保
険
は
市
が
事
業
主
体
（
保
険
者
）
と
な
り
、65
歳
以
上
の
人
（
一
部
40
歳
以
上
）
を
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

そ
の
中
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
内
の
事
業
者
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
原
則
、
市
民
の
み
が
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。
住
み

慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

地域密着型サービスと対象資格一覧

サービス名 サービス内容 要支援
１

要支援
２

要介護
１～５

①小規模多機能型居
宅介護

サービス拠点でのデイ
サービス、短期間宿泊お
よび居宅への訪問介護

● ● ●

②認知症対応型通所
介護

認知症高齢者の特性に配
慮したデイサービス

● ● ●

③認知症対応型共同
生活介護

認知症高齢者グループ
ホームへの入居

－ ● ●

④地域密着型介護老
人福祉施設入所者生
活介護

小規模の特別養護老人
ホームへの入所

－ － ●

⑤地域密着型特定施
設入居者生活介護

小規模の介護専用型特定
施設への入居

－ － ●

※●が付いているものが原則対象となります。

自己負担の目安

1カ月定額

要支援1 4,545円

要支援2 8,131円

要介護1 11,625円

要介護2 16,603円

要介護3 23,682円

要介護4 26,033円

要介護5 28,598円
※表は自己負担の目安（基本的な費用の
1割）を示していますが、サービスを利
用した場合は、食費や日常生活費、宿泊
費などは別に掛かります。事業所によっ
てはその他の費用が加算される場合があ
ります。

小規模多機能型の具体例

平成 25年
（2013 年）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険

回
に
分
け
て
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
可
能

な
限
り
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
作
ら
れ
た
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に

は
大
き
く
分
け
て
8
つ
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
市
民
が

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
現
在
5
つ

あ
り
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
と
対
象
資
格

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

訪問

通い

宿泊

事業者

利用者の状態
・希望により

利用者

小規模多機能型居宅介護施設の様子

①小規模多機能型居宅介護サービスシリーズ 1

リハモードケア　
根235-2　☎（497）1902

白井の家弐番館
白井350-4　☎（498）3003



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
市
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
市
民
活
動
団
体
が
、
地
域
の
活
性
化
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
紹
介
す

る
こ
と
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
活
動
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
12
月
1
日
㈰
に
市
民
活
動
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
活
動
ま
つ
り
2
0
1
3

し
り
あ
う

　
ひ
ろ
ば
で

　
い
い
え
が
お

　
イ
ベ
ン
ト
の
当
日
は
、
歌
や
踊

り
、
楽
器
演
奏
、
食
品
の
試
食
販

売
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
か

で
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た

め
に
、
自
ら
考
え
自
ら
行
動
す
る

消
費
者
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
消
費
者
力
ア
ッ
プ

を
P
R
す
る
「
み
ん
な
で
消
費
者

力
ア
ッ
プ
！
ち
ば
し
っ
か
り
さ
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、欽
ち
ゃ

ん
劇
団
や
歌
手
の
さ
こ
み
ち
よ
さ

ん
が
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

1階　イベント広場　タイムスケジュール
開始
時間 出演団体（内容）

10：00 開会式～開会宣言～
10:10 南山中学校吹奏楽部（ブラスバンドの演奏、ゲスト出演）
10:35 話し方・朗読「絆の会」①（民話ドラマ）
10:55 白井スクエアダンスクラブ（ダンス実技・体験）
11:20 話し方・朗読「絆の会」②（民話ドラマ）
11:35 楽器演奏を楽しむ会 ユーカリ（楽器演奏）

12:05
白井市文化団体協議会
スイング・ホワイト・ジャズ・オーケストラ（ジャズ演奏）

12:35 白井子どもの放射線問題を考える会（プレゼンテーション）

12:50
ひよこ児童公園の環境を守り地域協力を促進する会（プレゼン
テーション）

13:20

「みんなで消費者力アップ！しっかりさんプロジェクト」（ゲスト
出演）
　・欽ちゃん劇団によるコント
　・さこみちよさんの歌謡ショー

14:30
SINCS
白井少年少女合唱団（合唱）

14:50
おやじってブラボー合唱団＋ハミングウェーブ（混声合唱、ゲス
ト出演）

15:10 フィナーレ～みんなで歌おう！～
15:20 閉会式
※開始時間は、若干前後することがあります。

参加予定の市民活動団体（主な内容）

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
委
員
を
委

嘱
し
ま
し
た

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
は
、
市
の
情
報
の
公
開
、
個
人
情

報
保
護
に
関
し
、
実
施
機
関
（
市
長

な
ど
）
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
・

審
議
し
、
答
申
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
制
度
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ

と
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
10
月
7
日
に
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
委
員
を
5
人
に
委
嘱

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で

の
2
年
間
で
す
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

委
員
（
敬
称
略
）　
西
本
邦
男
（
会

長
）  

、
井
川
芳
枝
、
中
澤
孝
子
、
中

村
淑
子
、
古
井
正
二

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1

2

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
10
月
11
日
か
ら
25

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に

お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分
　
ハ
ク
サ
イ
、
ズ
イ
キ
、

カ
ブ
、
大
根
葉
、
キ
ウ
イ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
コ
マ
ツ
ナ
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ニ
ン

ジ
ン
、
エ
ダ
マ
メ

委嘱を受ける西本会長

ペ
ー
ジ
か
、
各
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

配
布
し
て
い
る
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
情
報
紙
「
F
R
O
N
T
I

E
R
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
） 

」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
1
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
20
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班

　
内
線
3
1
5
1
・
2
、

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
（
4

9
8
）
0
7
0
5

県
実
施
分
　
自じ

ね
ん
じ
ょ

然
薯

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
市
が
所
有
す
る
検
出

器
で
の
測
定
下
限
値
は
、
セ
シ
ウ
ム

1
3
4 

・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。
測
定

下
限
値
は
、
検
査
容
器
の
容
量
・
密

度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

危険業務従事者叙勲
　10月12日に「第21回危険業務従事者叙勲受
章者」が発表され、市内では次の皆さんが受
章されました。
瑞宝双光章
　　【防衛功労】
　　　　 山本和美さん（大山口在住）
　　　　　　＜元2等陸尉＞
　　【警察功労】
　　　　平川善雄さん（大山口在住）
　　　　　　＜元警視庁警部＞
瑞宝単光章
　　【消防功労】
　　　　熊野末廣さん（冨士在住）
　　　　　　＜元東京消防庁消防司令長＞

　千葉県警察では、さま
ざまな犯罪の被害に遭っ
た人が相談するための窓
口を開設しています。
【相談窓口】
相談サポートコーナー　
☎043（227）9110（プッシュ回線または携
帯電話からは「#9110」でつながります）
女性被害110番　☎043（223）0110
少年センター（ヤング・テレホン）　☎0120
（783）497
女性相談所（電車内における痴漢など）
☎0120（048）224・{ tekkeisoudan@police.
pref.chiba.jp
暴力団相談　☎043（254）8930
　そのほか、公益社団法人千葉犯罪被害者支
援センター（☎043（225）5450）でも、犯
罪被害に関する相談を受け付けています。
■問　千葉県警察本部犯罪被害者支援室☎043
（201）0110（代表）、印西警察署警務課☎
0476（42）0110（代表）、市市民安全課交通
防犯班　内線3321 ～ 3

犯罪被害者の
相談窓口を開設

昨年の発表の様子

1階

NPO法人みどりと大地の会（梨みそ、ニンニク関連品）、成東プロジェクト（豚汁、炊き込みご飯、
漬け物）、健康文化都市夢ふれ愛サークル（そば）、ししばの丘クレープハウス（展示、クレープ）、白
井市茶華道協会（生け花）、白井スクエアダンスクラブ（スクエアダンス）、白井国際交流協会（展示、コー
ヒー、クッキーほか）、話し方 朗読「絆の会」（民話ドラマ朗読）、楽器演奏を楽しむ会 ユーカリ（楽
器演奏）、市民活動推進センター運営協議会（NPOクイズ）、喫茶たんぽぽ（軽食）

2階

NPO法人谷田武西の原っぱと森の会、NPO法人北総コラボレーション、アダプト5
ゴミゼロ

30クラブ、しろい
CB研究会、しろい☆まちかど美術館、EM白井野菜の会、白井再生可能エネルギー協議会、NPO法人
住みよい地域づくり推進協議会、白井社会ボランティアの会、ひよこ児童公園の環境を守り地域協力
を促進する会（以上展示）、NPO法人しろい環境塾（展示・竹製品販売）、まちづくり協力隊・双葉会（展
示、 休憩コーナー）、白井環境ネットワークの会（展示・販売）、白井の自然を考える会（展示・写真）、
産業カウンセラー北総チーム（展示・体験）、NPO法人せっけんの街（展示・せっけん販売）、NPO法
人白井市ボランティア連絡協議会（展示・花販売）

3階

白井シニアライオンズクラブ、NPO法人国際交流機構、白井平和委員会、しろい・九条の会、アニマ
ルフレンド、ボーイスカウト印西白井第1団、ガールスカウト千葉県第63団、白井子ども劇場、しろ
い人形劇まつり実行委員会、NPO法人コラボしろい、白井市文化団体協議会、白井市民大学校（以上
展示）、白井子どもの放射線問題を考える会（展示・発表）、SINCS白井自然と芸術文化の会（展示・キャ
ンディ販売）、ボランティアグループ緑の風（展示・体験）
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平
成
26
年
度

予
算
編
成
方
針
を
決
定
し
ま
し
た

平
成
26
年
度

予
算
編
成
方
針
を
決
定
し
ま
し
た

に
抑
え
、
身
の
丈
に
合
っ
た
健
全
な

財
政
運
営
に
改
善
し
て
い
く
た
め
、

創
意
工
夫
を
持
ち
「
住
ん
で
良
か
っ

た
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

緊
急
性
や
市
民
ニ
ー
ズ
が
よ
り
高
い

事
業
に
重
点
的
に
予
算
配
分
を
す
る

た
め
、
事
業
の
優
先
順
位
付
け
を
行

う
な
ど
選
択
と
集
中
を
徹
底
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
・
効
果
的
な
予
算
編

成
を
行
い
ま
す
。

【
歳
入
の
取
組
み
】

　
先
進
自
治
体
の
取
組
み
や
事
例
を

参
考
に
、
歳
入
獲
得
手
段
に
つ
い
て

広
く
検
討
を
行
い
、
事
業
財
源
は
、

自
ら
捻
出
す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

柔
軟
な
発
想
で
歳
入
の
拡
大
に
努
め

ま
す
。

　
財
源
確
保
の
た
め
に
、
市
税
を

は
じ
め
上
下
水
道
料
金
や
保
育
料
、

給
食
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
徴
収

率
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
の
補
助
金
の
積
極

的
な
活
用
に
努
め
ま
す
。

◆
市
の
財
政
見
通
し

　
歳
入
（
収
入
）
は
、
市
税
が
前
年

度
当
初
予
算
額
を
若
干
上
回
る
見
通

し
で
す
が
、
地
方
交
付
税
の
減
額
が

見
込
ま
れ
、
一
般
財
源
全
体
と
し
て

は
減
額
と
な
る
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
歳
出
（
支
出
）
は
、
文
化
セ
ン
タ

ー
の
建
設
に
要
し
た
費
用
な
ど
の
返

済
が
平
成
25
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
公
債
費
（
借
金
の
返
済
金
）

の
減
額
は
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
子

ど
も
や
高
齢
者
、
健
康
保
険
事
業
な

ど
に
か
か
る
経
費
の
増
加
や
小
学
校

校
舎
の
増
築
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当
初
予
算
額

を
上
回
る
見
通
し
で
す
。

◆
予
算
編
成
の
基
本
方
針

　
平
成
26
年
度
予
算
編
成
は
、
市
の

将
来
像
で
あ
る
「
市
民
と
築
く
安
心

で
健
康
な
ま
ち
　
し
ろ
い
」
の
実
現

を
目
指
し
た
、
第
4
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
に
基
づ
く
第
2
次
実
施

計
画
事
業
を
基
本
と
し
、
行
政
改
革

の
徹
底
を
図
り
、
市
の
貯
金
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
を
最
小
限

　
市
で
は
平
成
26
年
度
に
お
け
る
当
初
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
「
予
算
編
成

方
針
」
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
歳
出
の
取
組
み
】

　
職
員
一
人
一
人
が
コ
ス
ト
意
識
を

強
く
持
ち
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
的
確
な

把
握
を
徹
底
し
、
各
部
課
に
お
い
て
、

主
体
性
・
自
主
性
を
持
っ
て
、
次
の

事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
自
己
査
定
の
徹
底

　
部
単
位
で
内
容
を
精
査
し
、
要
求

額
に
係
る
一
般
財
源
充
当
額
が
前
年

度
当
初
予
算
の
一
般
財
源
充
当
額
を

超
え
な
い
範
囲
で
調
整
し
ま
す
。

　
前
年
度
と
同
様
の
事
業
で
あ
っ
て

も
、
漫
然
と
要
求
す
る
こ
と
な
く
、

事
業
量
、
費
用
を
徹
底
的
に
見
極
め
、

事
業
費
な
ど
が
過
大
と
な
ら
な
い
よ

う
十
分
精
査
し
ま
す
。

●
事
業
の
見
直
し
の
徹
底

　
市
民
ニ
ー
ズ
や
事
務
事
業
評
価
・

事
業
仕
分
け
結
果
な
ど
を
十
分
検
証

し
、
事
業
費
や
事
務
量
の
抑
制
を
図

る
た
め
に
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し

た
事
業
や
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い

事
業
、
社
会
的
に
必
要
性
が
低
下
し

た
事
業
は
、
事
業
全
体
を
検
証
し
、

廃
止
や
縮
小
、
凍
結
な
ど
の
見
直
し

を
し
ま
す
。

問
　
財
政
課
財
政
班

　
内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

当初予算編成の流れ

用
語
の
説
明

一
般
財
源
　
市
民
税
な
ど
の
使

途
が
特
定
さ
れ
な
い
歳
入
（
収

入
）

財
政
調
整
基
金

　
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
た
め

に
積
み
立
て
た
市
の
貯
金

　市では予算編成方針に基づき、平成26年度に重点的に取り組む事業として、子育て支援、障害福祉事業および介護事業の推進、防災対策の強化
など安心・安全なまちづくり、地域コミュニティの活性化や産業の振興、自然環境の保全や生活環境の充実のための事業など22事業を下表のとお
り選定しました。
■問　企画政策課企画政策班　内線3353・6

平成26年度における重点事業を選定しました

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　市では当初予算をおおむね次
の工程を踏まえて作成します。
　当初予算は議会での審議を経
て、3月下旬の成立を予定してい
ます。
【当初予算編成工程】
①予算編成方針の決定
②担当課の当初予算額の要求
③担当課と財政課のヒアリング
④財政課による査定
⑤市長による査定
⑥議会への提案・審議
⑦当初予算の成立

平成26年度における重点事業
事業名 事業概要 担当課（関係課）

子ども医療費助成事業 小学校6年生までは入院・通院・調剤の医療費を、中学生は入院の医療費を助成 健康課
子ども・子育て支援事業計画策定事業 総合的な子ども・子育て支援施策の方向性を定める、子ども・子育支援事業計画を策定 児童家庭課
小学校施設改修等事業 白井第一小学校校舎の耐震補強工事、南山小学校校舎耐震補強工事等の実施設計、白井

第三小学校校舎の増築工事、避難所となる小学校へ非常用井戸設置（七次台小学校、桜
台小学校）

教育総務課

中学校施設改修等事業 南山中学校校舎耐震補強工事等の実施設計 教育総務課
市役所庁舎整備事業 現庁舎の耐震性不足及び老朽化等に対応した整備を進めるため、基本設計を実施 管財契約課
地域防災計画推進事業 災害時要援護者の登録と支援体制の推進 市民安全課
障害福祉サービス事業
（障害者計画等の策定）

障害者の自立及び社会参加の支援等、施策の総合的かつ計画的な推進等を図るため、平
成27年度から始まる障害福祉計画および平成28年度から始まる障害者計画を策定

社会福祉課

介護老人施設整備補助事業 特別養護老人ホームを整備するにあたり地域包括ケアの拠点を併せ持った施設を整備す
るため、必要に応じた整備に対して補助金を交付

高齢者福祉課

健康づくり普及推進事業
（しろい健康プランの策定）

心と体、食育や口腔など市民の健康づくりを推進するため、新たな「しろい健康プラン」
の策定を開始

健康課

感染症予防事業 感染症予防を推進するため、乳幼児・児童への予防接種の実施、高齢者の肺炎球菌ワク
チン接種費用の助成

健康課

地域活性化推進事業
（小学校区単位のまちづくり）

市民主体の小学校区単位のまちづくりを推進するため、先進自治体の取り組みの事例発
表やパネルディスカッションの実施

市民活動支援課

プラネタリウム館営繕事業 営繕計画に基づき、機器の老朽化に伴うプラネタリウム機器の更新を実施 文化課
農産物ブランド化推進事業 「しろいの梨」のブランド強化を図るため、新たな生産販売振興策を推進するとともに、

市場やイベントなどにおけるPR活動を実施。また、生産者団体による梨の海外輸出事業
に対しての支援や新たな農産物についてブランド化を推進

農政課

工業団地アクセス道路整備事業 工業団地における企業誘致や既存企業の活性化を図るため、工業団地へのアクセス道路
の整備に向け、詳細設計､測量調査を実施

道路課

住宅リフォーム助成事業 平成24から26年度までの間、市内事業者により住宅リフォームを行ったものに対し、費
用の一部を助成

建築指導課

都市公園等新設事業 1人当りの公園緑地面積が不足している既存市街化区域において、公園緑地を確保・整備
するため、調査研究や都市計画決定準備等を実施

都市計画課 

谷田・清戸地区里山保全推進事業 （仮称）谷田・清戸市民の森整備計画に基づき、整備方法を検討。同計画に基づき、対象
地の確保に向けた取り組みを推進

環境課

省資源・省エネルギー推進事業 太陽光発電システムおよび高効率給湯器を設置した市民に対し、設置費の一部を補助 環境課
市道新設改良事業 幹線市道の整備および一般市道の拡幅等の改良を実施 道路課

橋
きょうりょう

梁維持事業 橋梁長寿命化修繕計画に基づき、名内橋外の修繕工事を実施 道路課
雨水排水施設整備事業 冨士地区の浸水対策として、雨水管整備の実施設計業務を実施。白井地区の一部の浸水

対策として、雨水管渠整備を実施
上下水道課

放射能対策事業 公共施設の空間放射線量率の測定および農産物や給食食材などの放射性物質検査を実施
するとともに、健康検査受診料の一部支援を実施。公共施設の局所的に基準値を超えて
いる箇所及び戸建て住宅等の除染申し込みを受付け、必要により除染実施計画に基づき
除染を実施。除去土壌等は適正に管理しつつ処理可能なものについて処理を行う

環境課ほか
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市の人事行政の
運営状況を公表します

　市では「白井市人事行政の運営等の公表に関する条例」の規定に基づ
き市の職員数、職員の給与や勤務時間などの勤務条件、服務の状況など
を公表します。
　各項目の詳細は、市ホームページで確認することができます。
■問　総務課人事班　内線3314・5

◆職員の任免および職員数の状況
（ア）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

部門
職員数

対前年増減数
平成24年職員数 平成25年職員数

一般行政部門
（うち福祉部門）

301
（98）

302
（99）

1
（1）

教育部門 75 71 △4
公営企業など 42 40 △2
合計 418 413 △5

※△はマイナスを表します。職員数は市長および副市長を除く職員の人数で、
地方公務員の身分を保有する休職者を含み、短時間勤務職員および臨時・非常
勤職員は除いています。

（イ）一般行政職職員の級別職員数の状況（平成25年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

計標準的な
職務内容

主事補 主事 主任主事
主査補 主査 副主幹

課長 部長
技師補 技師 主任技師 主幹 参事

職員数（人） 20 19 59 60 37 34 38 7 274

構成比（㌫） 7.3 6.9 21.5 21.9 13.5 12.4 13.9 2.6 100

◆職員の給与の状況
（ア）平成24年度普通会計決算における人件費の状況

住民基本
台帳人口 

（平成24年度末）

歳出額
（A）

実質収支
人件費
（B）

人件費率
（B/A）

（参考） 
23年度の
人件費率

62,386人 18,663,889千円 919,227千円 3,323,945千円 17.8㌫ 19.6㌫

（イ）平成24年度普通会計決算における職員給与費の状況

職員数
（A）

給与費
1人当たりの
給与額（B/A）給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（B）

372人 1,454,844千円 246,601千円 530,737千円 2,232,182千円 6,001千円
※職員数は全職員数から公営企業などの職員数を減じたものです。

（エ）職員の平均給料月額・平均年齢の状況（平成25年4月1日現在）
一般行政職職員 技能労務職職員

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

344,701円
419,550円
（388,361円）

43.6歳 278,144円
319,166円

（301,972円）
53.3歳

※カッコ内の数字は後日国が公表する予定の国家公務員平均給与と比較ができる
よう通勤手当、時間外勤務手当および特殊勤務手当を除いたものです。
　「給与」は、給料と諸手当から構成されています。

（オ）職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）
区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 178,800円 192,800円
高校卒 144,500円 155,700円

◆職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況
（ア）勤務時間の状況（平成25年4月1日現在）
1週間の勤務時間 勤務開始 勤務終了 休憩 週休日
38.75時間 8:30 17:15 12:00 ～ 13:00 土・日曜日

※各センターなど土・日曜日に勤務を要する場合は、勤務時間の割り振りを変
更することにより対応しています。

（イ）休暇などの状況（平成24年度）

休暇の種類 休暇日数など
取得日・
件数

年次有給休暇
1年につき20日間（前年に未使用日数がある場合は、
最大20日を翌年繰越）

平均
12.5日

夏季休暇 7月から9月までの間で8日
平均
7.6日

特別休暇
産前・産後休暇、配偶者出産休暇、結婚休暇、育児時
間休暇、忌引休暇など

169件

病気休暇
負傷または疾病のため療養を要する場合、必要最小限
度の期間

45件

介護休暇
（無給）

負傷・疾病または老齢により2週間以上にわたり父母・
子など親族を介護しなければならない場合、6カ月（再
取得可）を限度として必要と認められる期間

1件

育児休業
（無給）

満3歳に満たない子を養育するため当該子が3歳に達す
る日までの期間を限度とする期間

13件

育児部分休業
（無給）

小学校就学の始期に達するまでの子を養育するため1
日2回30分単位で2時間を超えない範囲

4件

◆特別職等の給料などの状況（平成25年4月1日現在）
　現在の給料の月額は平成6年4月1日から適用しています。

区分 給料・報酬（月額） 期末手当

給料
市長 830,000円（747,000円） 6月期

12月期
計

　1.85月分
　2.00月分
　3.85月分

副市長 690,000円（655,500円）
教育長 650,000円（637,000円）

報酬
議長 390,000円 6月期

12月期
計

　2.10月分
　2.30月分
　4.40月分

副議長 320,000円
議員 300,000円

※給料のカッコ内は白井市特別職等の職員の給与の特例に関する条例に基づき、
平成21年4月からそれぞれ一定の割合の額を減じた後の金額です。

◆職員の分限および懲戒処分の状況
（ア）分限処分の処分状況（平成24年度）
　分限処分は、公務能率の維持を目的とした処分で「免職」「休職」「後任」
「後給」があります。
　平成24年度は心身の故障のため、5人が休職しました。
（イ）懲戒処分の処分状況（平成24年度）
　懲戒処分は、職員の義務違反に対する道義的責任を問い、秩序の維持を
図ることを目的とした制裁的な処分で「免職」「停職」「減給」「戒告」の4
種類があります。
　平成24年度は、懲戒処分の該当はありませんでした。

◆公平委員会業務の状況（平成24年度）
　公平委員会は、職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保障するため
の機関で「勤務条件に関する措置の要求に係る事項」「不利益処分に関す
る不服申し立てに係る事項」ともに、該当案件はありませんでした。

（ウ）職員の主な手当の状況（平成25年4月1日現在）

区分 内容・支給状況
支給実績
1人当たりの
平均支給年額

扶養手当

扶養親族のある職員に支給する手当
●配偶者　月額13,000円
●配偶者以外の扶養親族　1人月額6,500円　（配偶者がい
ない場合は、1人目は月額11,000円）
※16歳から22歳までの子は1人月額5,000円加算

31,469千円

208,404円

住居手当

借家などに居住し、家賃を支払っている職員などに支給す
る手当
●借家　家賃の額に応じて月額27,000円を限度に支給（家
賃が月額12,000円を超える場合に限る）

11,028千円

268,976円

通勤手当

通勤距離が片道2㌔㍍を超えて電車やバス、自家用車など
により通勤する職員に支給する手当
●電車・バス　6カ月定期券代など1カ月当たり55,000円ま
で全額支給
●自家用車など　使用距離に応じて月額2,000円から
24,500円まで支給

26,720千円

81,463円

管理職
手当

管理または監督の地位にある職員の職に応じて定額を支給
する手当
●部長職　月額70,500円　●参事職　月額61,100円
●課長職　月額57,500円　●主幹職　月額44,300円

24,863千円

621,575円

管理職
特別勤務
手当

管理職職員が臨時または緊急そのほか公務運営の必要によ
り休日などに勤務した場合、職に応じて8,000円から12,000
円までを支給（勤務時間が6時間を超える場合は50㌫増し）
する手当

―

―

地域手当
職員の給与水準が民間賃金の地域間格差を適切に反映され
たものにするための手当
（給料月額＋管理職手当＋扶養手当）×6/100

75,559千円

201,491円

特殊勤務
手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、そのほか著
しく特殊な勤務に従事したときに支給する手当
●防疫処理手当　日額300円
●災害対策業務手当　日額500円
●行旅病人等取扱手当　行旅死亡人1件に付き3,000円、行
旅病人1件に付き1,000円
●動物死体処理手当　日額 300円

40千円

13,333円

時間外
勤務手当 
（休日勤
務手当を
含む）

通常の勤務時間を超過して勤務したときに支給する手当
（管理職を除く）
●勤務日における時間外勤務　1時間当たり当該職員の時
間給単価×125/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜
勤務は150/100）
●週休日における時間外勤務　1時間当たり当該職員の時
間給単価×135/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜
勤務は160/100）

76,922千円

323,202円

期末・
勤勉手当

民間のボーナスに相当する手当
※勤勉手当の支給割合は勤務成績により加減措置があり、
職制上の職務の級による加算処置があります。
●期末手当（給料月額＋地域手当＋扶養手当）×支給割合
6月期　1.25月　12月期　1.35月　計　2.60月
●勤勉手当（給料月額＋地域手当）×支給割合
6月期　0.70月　12月期　0.65月　計　1.35月

530,737千円

1,512,071円

退職
手当

退職時の給料月額に下表の支給率を乗じた額を基本額とし、
在職中の職務の級に応じて決定される調整額と合算した手
当で、経過措置として、平成18年3月31日を退職と仮定し
た場合の旧制度による計算が、新制度により計算した額よ
りも多い場合は、その多い額を支給します。
●退職勧奨による退職　定年年齢との差1年につき2㌫加
算（20㌫限度）

660,602千円

20,018千円

※支給実績は平成24年度普通会計決算額です。

区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
自己都合 23.03月分 32.83月分 46.55月分 55.86月分
勧奨・定年 28.7875月分 38.955月分 55.86月分 55.86月分
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知
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　市では、右図の区間で
道路舗装修繕工事を行い
ます。
　工事は日中の交通量や
事業所の出入りを考慮し、
夜間に行い、工事中は交
通誘導員を配置した上で
交通規制を行います。
期間　11月下旬～平成26
年1月中旬
（工事日数は5日間程度）
交通規制区間　右図の
■部分（車両片側交互
通行）
■問　道路課維持管理班
内線3216

道路舗装修繕工事（夜間）を行います

動
物
愛
護
映
画
上
映
会

の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
動
物
愛
護
団
体
ア
ニ
マ

ル
フ
レ
ン
ド
と
の
共
催
で
、
動
物
の

「
命
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
の
上

映
会
を
開
催
し
ま
す
。

上
映
映
画
　
犬
と
猫
と
人
間
と
2

※
こ
の
映
画
は
東
日
本
大
震
災
後
の

動
物
達
の
状
況
を
撮
影
し
た
も
の
で
、

子
ど
も
に
は
刺
激
の
強
い
場
面
も
あ

り
ま
す
。

　
鑑
賞
に
あ
た
り
家
庭
内
で
良
く
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
学
生

以
下
だ
け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
　
12
月
8
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
　

場
所
　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

参
加
費
　
3
0
0
円

※
参
加
費
は
当
日
会
場
で
徴
収
し
ま

す
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線

3
2
7
6
・
7 

、
ア
ニ
マ
ル
フ
レ
ン

ド
事
務
局
　
仲
井
☎
0
9
0
（
2
2

4
6
）
5
5
2
1

農
業
者
年
金
に
加
入
し

ま
せ
ん
か

　
農
業
者
年
金
は
、
60
歳
未
満
の
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
で
、
年
間

60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
人
で
あ

れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

は
な
く
、
保
険
料
も
月
額
2
万
円
か

ら
6
万
7
千
円
ま
で
の
間
で
千
円
単

位
で
選
択
で
き
、
農
業
経
営
の
状
況

や
老
後
の
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も

見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い

農
業
者
や
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
、

い
つ
で
も
自
由
に
脱
退
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
農
業
委
員
会
　
内
線
3
2
6
1
・

2
、
J
A
西
印
旛
中
央
支
店
　
☎
0

4
7
6
（
4
8
）
2
2
1
0

事
業
者
に
よ
る
e
L
T 

A
X
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

の
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ

れ
ま
す

　
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
地
方
税
ポ

ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
「
e
L
T
A
X

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申

告
）」
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
電
子
申
告
の
受
理
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
度
よ

り
次
の
項
目
が
追
加
さ
れ
、
25
日
㈪

か
ら
申
請
・
届
け
出
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

※
紙
媒
体
で
の
提
出
も
従
来
通
り
で

き
ま
す
。

【
追
加
項
目
】

法
人
市
民
税
　
設
立
届
・
設
置
届
な

ど
の
届
け
出

個
人
市
民
税
　
事
業
所
の
所
在
地
な

ど
の
変
更

固
定
資
産
税
（
平
成
26
年
度
申
告
分

か
ら
）　
償
却
資
産
の
申
告

【
提
供
済
み
の
項
目
】

法
人
市
民
税

　
予
定
申
告
書
、
確
定

申
告
書
な
ど
の
申
告
書
類
の
提
出

個
人
市
民
税

　
給
与
支
払
報
告
書
、

給
与
所
得
者
異
動
届
出
書
、
普
通
徴

収
か
ら
特
別
徴
収
へ
の
切
替
申
請
書

※
e
L
T
A
X
を
利
用
す
る
に
は
届

け
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
一
般
社
団
法
人
地
方
税
電
子

化
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

  h
t

tp
://w

w
w
.eltax

.jp
/

）
で
確

認
す
る
か
、
一
般
社
団
法
人
地
方
税

電
子
化
協
議
会
（
☎
0
5
7
0
―

8
1
4
5
9
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
　
課
税
課
市
民
税
班
　
内
線
3
1

3
1
〜
3
、
家
屋
班

　
内
線
3
1
3

6 

・
7

12
月
4
日
㈬
〜
10
日
㈫
は
人
権
週
間

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　
〜
考
え
よ
う

　
相
手
の
気
持
ち

　

育
て
よ
う

　
思
い
や
り
の
心
〜

　
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和

な
世
界
を
つ
く
る
た
め
、
昭
和
23
年

12
月
10
日
に
国
際
連
合
総
会
で
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
翌
年
か
ら
12
月
4
日
か
ら
10
日

ま
で
を
人
権
週
間
と
定
め
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め

の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て

お
り
、
市
で
も
街
頭
啓
発
な
ど
を
行

い
ま
す
。

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
示

日
程
　
12
月
4
日
㈬
〜
10
日
㈫

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
ロ

ビ
ー人

権
相
談

　
毎
月
第
2
木
曜
日
に
市
役
所
で
、

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
差
別
や
い
じ
め
、
名
誉
棄
損
な
ど

日
常
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
と
感
じ
た
り
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
か
困
っ
た
り
し
た
時
は

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
は
厳

守
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー「
知
っ
得
講
座
」

〜
こ
れ
も
人
権

　
あ
れ
も

人
権

　
き
っ
と
人
権
〜

　
あ
な
た
の
日
常
生
活
を
人
権
を
視

点
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
い
じ
め
や
虐
待
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）  

、
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）  

、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）  

、
差
別
な
ど
、
も
し
か
し

た
ら
何
気
な
い
言
動
で
人
を
傷
つ
け

た
り
、
傷
つ
け
ら
れ
た
り
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
た
め
、
知
っ
て
得
す
る
「
知
っ

得
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　「
人
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
幸

福
を
追
求
し
て
生
き
る
権
利
」
こ
の

当
然
の
意
識
を
、
今
よ
り
も
ほ
ん
の

少
し
高
め
る「
気
づ
き
」の
講
座
で
す
。

日
時

　
12
月
7
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上

30
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
人
権
擁
護
委
員
　
鈴
木
眞
智

子
さ
ん

申
・
問

　
15
日
㈮
の
午
前
9
時
か
ら

電
話
か
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
☎
（
4
9
1
）
1
5
0
5
へ

※
保
育
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

Q
　
最
近
、
美
白
化
粧
品
の
ト
ラ
ブ

ル
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
普
段

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
化

粧
品
を
選
べ
ば
い
い
の
か
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

A
　
今
年
の
夏
頃
か
ら
美
白
化
粧
品

に
よ
る
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
の
被
害
が
世

間
を
騒
が
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

化
粧
品
に
配
合
さ
れ
た
美
白
有
効
成

分
が
人
の
皮
膚
に
何
ら
か
の
作
用
を

起
こ
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
化
粧
品
は
、
使
い
方
が
同
じ
で
も

薬
事
法
に
よ
っ
て
「
化
粧
品
」
と
医

薬
部
外
品
で
あ
る
「
薬
用
化
粧
品
」

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　
肌
の
保
湿
や
洗
浄
な
ど
化
粧
品
一

般
が
持
つ
効
果
に
加
え
、
美
白
や
ニ

キ
ビ
予
防
な
ど
の
肌
ト
ラ
ブ
ル
解
消

の
た
め
の
有
効
成
分
を
配
合
し
た
も

の
が
薬
用
化
粧
品
で
、
箱
や
容
器
に

は
「
医
薬
部
外
品
」
と
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
医
薬
部
外
品
と
は
、
い
わ

ば
化
粧
品
と
医
薬
品
の
中
間
に
位
置

し
、
医
薬
品
よ
り
作
用
が
緩
や
か
な

も
の
と
定
義
付
け
ら
れ
、
化
粧
品
の

他
に
も
染
毛
剤
や
浴
用
剤
な
ど
種
類

は
豊
富
で
す
。

ど
こ
が
違
う
の
か
？

「
化
粧
品
」
と
「
薬
用
化
粧
品
」

　
医
薬
品
と
医
薬
部
外
品
の
共
通
点

は
、厚
生
労
働
省
で
認
可
さ
れ
た「
有

効
成
分
」
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
近
年
の
美
白
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、

薬
用
化
粧
品
の
市
場
は
拡
大
し
て
い

ま
す
。
よ
り
高
い
効
果
を
得
る
べ
く

研
究
開
発
が
行
わ
れ
、
新
し
い
「
有

効
成
分
」
が
次
々
に
認
可
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
効
果
が
期
待
で
き
る
分
、

肌
に
合
わ
な
い
場
合
は
思
わ
ぬ
副
作

用
や
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　
購
入
の
際
に
は
表
示
を
よ
く
確
認

し
、
不
明
な
点
は
販
売
し
て
い
る

メ
ー
カ
ー
や
関
係
機
関
な
ど
に
確
認

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
使
用
中
に
少
し
で
も
肌
に

違
和
感
な
ど
を
感
じ
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
使
用
を
中
止
し
て
医
師
の
診
察

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
172

「手賀沼統一クリーンディ」に参加してみませんか

　住みよいふるさとづくりのために、美しい手賀沼を愛する市民
の連合会と手賀沼周辺の関係市などが、金山落（名内橋から今井
三号橋までの桜並木）の清掃活動を行う「手賀沼統一クリーン
ディ」を開催します。「お楽しみクイズ」による景品もあります
ので、家族や仲間と一緒に参加してみませんか。
日程　12月8日㈰　（小雨決行、雨天中止）
集合時間・場所　午前9時・市役所玄関前
※清掃場所へはマイクロバスで送迎し、作業終了時間は午前11時
30分頃の予定です。
■申・■問　12月4日㈬の正午までに電話または直接環境課環境保全
班　内線3273へ

河
原
子
街
道

白井工業団地

協議会売店

公民センター

工業団地本通り

← 金富橋

印西市 →

↑ 

名
内
橋

白井第一工業団地

不法投棄は「しない・させない・ゆるさない」
　不法投棄をなくすためには、地域の皆さんが意識を持ち、不法
投棄を発生させない環境作りが大切ですので、皆さんのご協力を
お願いします。
■問　環境課きれいなまちづくり班　内線3274・5
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

北総白井病院　　小木曽実院長
●先生の専門分野を教えてください
　医師になって30年以上、消化器外
科を専門にしています。北総白井病
院には昭和60年から週1回診察に来て
いて、常勤になってからは17年間に
なります。大腸がんや胃がんの手術
が多いですが、乳がんや盲腸、胆石
の手術もしています。
　外科医は「なんでも屋」なので、高
血圧や糖尿病、腰痛などなんでも診
療しています。
●休日の過ごし方を教えてください
　都内から通勤しており、仕事のある日はかなりハードですが、休日にはゴ
ルフや映画鑑賞でリフレッシュしています。特に映画はかなりの数を観てい
て、レンタルビデオ屋で興味のある映画はほとんど観てしまいました。今は
韓流にハマっています。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　患者さんの話を聴き、目を見てしっかり話をすることで、安心して診察が
受けられるように心がけています。私の外来では、患者さんがニコニコして
帰っていかれるそうです。「元気をもらいに来たよ」とおっしゃる患者さん
もいらっしゃいます。人に感謝されたり、患者さんが元気になって「ありが
とう」と退院していかれることが一番嬉しいです。
●患者さんへのメッセージ
　皆さんが元気に過ごすためには、予防が一番大切です。病気が重くなって
から病院を受診するのではなく、ちょっとでも気になることがあれば気軽に
来てほしいと思います。院長外来では外科だけでなく、心療内科などどんな
病気でも診察しています。予約して診察を受けることもできますので、ご希
望があれば何でも相談してください。

北総白井病院　根345 ー 2－1　☎（492）1001

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医

小木曽実院長

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
＋
α

　
妊
娠
中
に
気
を
付
け
た
い
こ
と
を

学
ん
だ
後
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
12
月
5
日
㈭

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
20
分
（
受
け
付
け
　
午
後

1
時
15
分
〜
）

場
所
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　
60
人

（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容
　
医
師
に
よ
る
妊
娠
中
の
注
意

に
関
す
る
講
話
、
図
書
館
司
書
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
星
の
誕
生

の
話

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
市
内
在
住
の
妊
婦
と
パ
ー

ト
ナ
ー
　
無
料
、
そ
れ
以
外
の
人
　

2
1
0
円
（
観
覧
料
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

マ
タ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
ゆ
っ
た
り
と
ハ
ー
ブ
テ
ィ
を
飲
み

な
が
ら
、
出
産
経
過
の
話
や
呼
吸
法

の
練
習
、
妊
娠
中
の
食
生
活
に
つ
い

て
、
気
軽
に
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　
助
産
師
や
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士

が
皆
さ
ん
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

　
出
産
予
定
日
が
近
い
妊
婦
さ
ん
と

も
知
り
合
い
に
な
れ
ま
す
。

日
時
　
12
月
11
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
け
付
け
　
午
前
9
時
45
分

〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
〜
9
カ
月

ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
1
0
0
円
（「
ヘ
ル
シ
ー

お
や
つ
」
お
よ
び
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
代
）

11月は児童虐待防止推進月間です
～さしのべた　その手がこどもの　命綱～

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。
大人が「しつけ」のつもりでも、子どもが不安や恐怖を感じれば、それは「虐待」です。

虐待をしないために
　一人で悩まず、相談機関などに相談しましょう。地域でも
気になることがあれば、相談機関に連絡をしてください。
●夫婦や家族で協力して子育ての負担を軽減しよう
●ヘルパー派遣や一時保育などのサービスを利用しよう
●家事はほどほどに。頑張りすぎず、疲れたら子どもと一緒
に体を休めよう
●時には子どもと離れてリフレッシュしよう
●悩んだり不安を感じたら家族や友だち、市の窓口（家庭児
童相談室など）に相談しよう

　虐待を受けたと思われる子どもや、
子育てに悩む親がいたら、以下の窓口
へ連絡・相談してください。通告は国
民の義務です。匿名での通告も可能です。
　あなたの連絡相談が子どもを守ると
ともに子育てに悩む保護者を支援する
ための大きな一歩となります。

■問　市家庭児童相談室　☎（497）3477（平日のみ）、県中央児
童相談所　☎043（252）1152（24時間・365日）

児童虐待とは
　保護者（親または親にかわる養育者）によって、子どもに加えられた行為で、
下記のように分類されますが、ほとんどの場合重複して起こっています。

身体的虐待
●子どもを殴る、蹴る、投げ落とす
●赤ちゃんを激しく揺さぶる
●家へ入れない
●やけどをさせる
●溺れさせる
など

性的虐待
●子どもへの性的行為
●性的行為を見せる
●ポルノグラフィの被写体などを強
要する
●性的な関係を強要する
など

ネグレクト（不適切な養育）
●食事を与えない、風呂に入れない
●病気になっても病院へ連れて行か
ない
●家や車内でひとりにさせ放置する
●保護者以外からの虐待を止めない
●子どもの意思に反して登校させない
など

心理的虐待
●「産まなきゃよかった」「いらない
子」など傷つく言葉をかける
●年齢に合わない要求をする
●兄弟で極端に対応に差をつける
●無視する、おどす
●否定的な態度をとる
など

子ども虐待防止のシンボ
ルマークの「オレンジリ
ボン」を広め、子ども虐
待をなくすことを呼びか
ける協力をお願いします。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
後
に
お
け
る
「
日
中

一
時
支
援
事
業
」
を
開

始
し
ま
す

　
障
害
者
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
後

の
活
動
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
や
障

害
者
の
家
族
の
就
労
支
援
、
家
族
の

一
時
的
な
負
担
軽
減
、
障
害
者
虐
待

の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
後
に
お
け
る

日
中
一
時
支
援
事
業
を
12
月
か
ら
開

始
し
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

事
業
実
施
場
所
　
白
井
市
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
日

中
活
動
）
を
利
用
し
て
い
る
障
害
者

で
あ
っ
て
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

●
共
働
き
の
世
帯
に
属
す
る
人

●
障
害
者
虐
待
を
受
け
る
お
そ
れ
が

あ
る
人

●
障
害
者
が
2
人
以
上
い
る
世
帯
に

属
す
る
人

●
家
事
な
ど
の
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、

一
時
的
に
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
人

●
そ
の
他
市
長
が
保
護
の
必
要
性
が

あ
る
と
認
め
た
人

利
用
時
間
　
午
後
3
時
か
ら
原
則
午

後
6
時
ま
で

利
用
者
負
担
金
　 

「
白
井
市
日
中
一

時
支
援
事
業
実
施
規
則
」
に
定
め
る

額
（
利
用
時
間
4
時
間
未
満
）　
1

回
2
7
0
円
（
た
だ
し
、
障
害
者
総

合
支
援
法
と
同
様
の
「
負
担
上
限
月

額
」
を
設
け
て
い
ま
す
）

問
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診
（
個
別
検
診
）

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

（
個
別
検
診
）
の
、
指
定
医
療
機
関

へ
の
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
30

日
㈯
ま
で
で
す
。

　
問
診
票
が
手
元
に
あ
る
人
で
、
ま

だ
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班

　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5
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二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
12
月
4
日
㈬
・
桜
台

セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
中
学
校
を
卒
業
し
た
15
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ
の
保
護
者
・

家
族

受
付
件
数
　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
3
・

sy
ou
g
ai-g
ak
u

sy
u
u
@
city
.sh
iro
i.ch
ib
a.

jp

へ初
心
者
の
た
め
の

　
　
　

パ
ソ
コ
ン
相
談
・
自
習
室

　
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

E
メ
ー
ル
な
ど
の
操
作
に
関
す
る
疑

問
や
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
受
講
す
る

前
に
事
前
学
習
を
し
て
お
き
た
い
人

な
ど
の
相
談
に
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
が
応
じ
ま
す
。

日
時

　
11
月
29
日
・
12
月
6
日
・
13

日
・
20
日
（
各
金
曜
日
）　   

午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

※
混
雑
時
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き

る
時
間
は
1
人
1
時
間
で
、
自
分
の

パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上

　
8
人
（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

高齢者の実態調査を実施しています
　市では、在宅の高齢者ができる限り要介護状態にならないよう、適切な介護
予防や生活支援または家族介護支援サービスなどを紹介するとともに、災害や
緊急時などで円滑な対応ができるよう、訪問による実態調査を実施しています。
　平成25年度は65歳以上75歳未満で、独り暮らしの世帯を中心に実施しており、
その他、高齢者のみの世帯、支援が必要な人にも実施しています（過去に在宅
介護支援センターなどの訪問調査のあった人や介護保険の認定を受けている人
は除きます）。
　内容は、健康状態や家族構成、生活する上での困りごとなどを聞いています。
調査員は、専門知識を持った介護支援専門員や看護師などの市の非常勤職員で、
いつも「白井市高齢者実態調査員証」を携帯しています。
　万が一の時の緊急連絡先も聞いていますので、調査に協力をお願いします。
■問　高齢者福祉課内地域包括支援センター（高齢者サポートセンター）　☎
（497）3474

　　　　　　　　　　　白井梨マラソン大会上位成績者　　　　　　　（敬称略）

コース 部門 総合1位
市民の部

1位 2位 3位

2㌔㍍

親子ペア 赤地万理・好教
（茨城県）

高橋翼瑳
高橋慶

飛座秀彦
飛座則彦

前田知佳
前田知忠

小学4～
6年生

男子 片野優一
（野田市） 関和哉 熊谷亘輝 保科愛斗

女子 瀬谷百香
（野田市） 中村有希 矢ヶ部美幸 佐野柚子

3㌔㍍
中学生男子 野口雄大

（松戸市） 田村昂 千葉大介 佐久間累

中学生女子 渡辺光美
（松戸市） 福本爽帆 石井奈奈夏 加藤舞花

5㌔㍍

一般
男子

39歳以下 澤知樹
（我孫子市） 髙岡悠一 山本丈二 高橋功樹

40歳以上 松本浩
（習志野市） 藤木久士 永堀崇史 山本義男

一般
女子

39歳以下 中嶋亜海
（柏市） 田村結 角谷理紗 江口望実

40歳以上 松本恭子
（船橋市） 花村貴美子 川辺陽子 神田彩乃

10㌔㍍

一般
男子

29歳以下 藤本剛士
（東京都） 本田健太 小島裕貴 石井一真

30 ～ 49歳 渡辺修（市川市） 茂木慎之介 中里直樹 福島俊英

50歳以上 大内弘
（成田市） 中川尚久 寺園正治 山岸弘行

一般
女子

29歳以下 竹内沙知
（四街道市） 山本実紀 橋一葉 川畑明果

30 ～ 44歳 片山麻美（東京都） 髙岡香織 岡田歩 山野井優子

45歳以上 佐藤寿枝
（松戸市） 青山法子 萩野道代 橋縁

白井梨マラソン大会結果

　10月6日に実施した白井梨マラソン大会は、朝のうちは前日か
らの雨が残っていましたが、レース中は天候に恵まれ市内外の
3,038人が完走しました。
　ランナーの皆さんはゴールした後、梨の試食で乾いた喉を潤し
ていました。
　大会の総合の部および市民の部の各部門上位成績者は、右表の
とおりです。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3436

大会記念品を手になし坊と一緒に

二人で仲良く完走を目指します10㌔㍍コースのスタート

無事に完走でかおりとハイタッチ！

高
齢
者
ク
ラ
ブ
作
品
展

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
日
ご
ろ
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
芸
術
文
化
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。

展
示
物

　
手
芸
、
書
道
、
短
歌
・
俳

句
、
写
真

問
　
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
（
高
齢
者
福
祉
課
内
）　 

☎
（
4

9
7
）
3
4
8
4

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
作
品
展

　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

皆
さ
ん
が
作
っ
た
作
品
を

見
に
来
ま
せ
ん
か

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
に
、
生
き
生

き
と
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
各
種
講
座
を
行
っ
て
お
り
、

陶
芸
や
絵
画
、
書
道
の
講
座
で
作
っ

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
講
座
に
通
っ
た
人
た
ち
が
丁
寧
に

時
間
を
か
け
て
作
っ
た
作
品
を
、
見

に
来
ま
せ
ん
か
。

問
　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
5

【
共
通
】

日
時
　
18
日
㈪
〜
27
日
㈬
　
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
9
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
ロ

ビ
ー

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
1
〜
3

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
12
月
1
日
㈰
・
7
日
㈯
・
8

日
㈰
・
14
日
㈯
・
15
日
㈰
・
21
日
㈯
・

22
日
㈰
・
28
日
㈯
・
29
日
㈰
　
午
前

9
時
〜
午
後
5
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
4
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
11
月
25
日
㈪
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

成人おめでとう
平成26年成人式を開催

　市では新成人を
祝 福 す る た め に、
成人式を開催しま
す。
　該当する新成人
には、11月中旬に
案内状を発送しま
す。
　案内状は記念写
真（1枚に限り無料）
の申込書を兼ねて
いますので、希望する人は必ず必要事項を記入して式当日に
持参してください。
　12月13日㈮までに案内状が届かない場合や市外に転出して
白井市の成人式に出席したい人は、電話かEメールで問い合
わせてください。
日時　平成26年1月13日㈷　午前10時30分～
　　　（受け付け　午前9時30分～）
場所　文化会館大ホール
対象　平成5年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた人
■問　生涯学習課社会教育班　内線3433・  syougai-gakusyuu
@city.shiroi.chiba.jp

今年の式典の様子
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

コ  
コ
ミ
セ
ン
映
画
鑑
賞

会
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」

　
珠
玉
の
名
作
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ

プ
バ
ー
ン
主
演
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
コ

メ
デ
ィ
で
す
。

　
夢
の
よ
う
な
物
語
で
、
心
地
よ
い

午
後
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
29
日
㈮
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

※
保
育
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か
直

接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

公  

0
歳
児
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」

　
音
の
鳴
る
お
も
ち
ゃ
「
ト
ナ
カ
イ

く
ん
」
を
作
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
ま

し
ょ
う
。

日
時

　
12
月
2
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込

子

育

て

趣
味
・
教
養
・
学
習

複  

ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
地
域
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
7
日
㈯

　
午
後
2
時
〜

4
時

出
演
者

　
臼う

す
い井
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
塾
ラ
ル
ゴ

ほ
かコ  

男
の
料
理
教
室
★

手
作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス

デ
ィ
ナ
ー

　
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
手
料
理

で
家
族
を
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
献
立
は
「
チ
キ
ン
の
バ
ス
ク
風
煮

込
み
」
ほ
か
2
品
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
12
月
8
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性
　

12
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
料
理
研
究
家

　
高
城
久
美
子

さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
2
枚
、
マ
ス
ク

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

※
保
育
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
参
加
費

持
参
の
上
、
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
へ

コ  
お
正
月
の
花
を
生
け

よ
う
〜
私
が
生
け
た
お

花
で
お
正
月
を
演
出
〜

　
正
月
飾
り
に
ぴ
っ
た
り
の
「
世
界

に
一
つ
だ
け
の
正
月
花
」
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
11
日
㈬
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
12
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
㈲
高
橋
植
物
園
　
高
橋
さ
や

か
さ
ん

持
ち
物
　
花
切
り
は
さ
み
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
2
、
2
0
0
円
（
材
料
費
）

※
保
育
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
12
月
2

日
㈪
ま
で
に
参
加
費
持
参
の
上
、
直

接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

冨  親子ふれあいクリスマス会
　みんなで交流を深めながら、ツリーの飾り作りやケーキのデコ
レーション、ゲームなどで一足早いクリスマスを楽しみましょう。
日時　12月1日㈰　午前10時～午後1時
対象　1歳から中学生までの子とその保護者　20組（申し込み順）
参加費　1人200円（材料費）
■申　11月29日㈮までに参加費持参の上、直接冨士センターへ

駅  クリスマス＆シチューパーティ

其き
ぎ
ょ
く玉

と
市
域
の
俳
人

た
ち

　
安
政
5
年
（
1
8
5
8
）
に
赤

松
宗
旦
が
著
し
た「
利
根
川
図
志
」

は
、
利
根
川
流
域
の
歴
史
や
伝
説
、

神
社
仏
閣
、
鳥
魚
類
、
植
物
な
ど

が
数
多
く
の
挿
絵
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
た
重
要
な
資
料
で
す
。

　「
利
根
川
図
志
」
は
全
6
巻
か

ら
成
り
、
4
巻
の
巻
末
に
利
根
川

流
域
の
人
々
に
よ
る
和
歌
や
俳
句

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

の
一
句
「
水
草
や
　
鹿
島
詣
は
　

楽
な
旅
」
は
、
河
原
子
地
区
に
居

住
し
た
俳
人
、
其
玉
の
作
品
で
す
。

　
其
玉
は
、
俳
諧
の
分
野
に
お
い

て
市
域
に
留
ま
ら
ず
幅
広
い
活
躍

を
し
た
人
物
で
す
。
本
名
を
山
﨑

友
右
衛
門
と
い
い
、
生
年
は
不
詳

で
す
が
、
地
区
内
の
共
同
墓
地
に

あ
る
墓
石
か
ら
安
政
7
年
（
1
8

6
0
）
年
3
月
の
没
と
確
認
で
き

ま
す
。
戒
名
は
「
速
鏡
院
其
玉
道

光
居
士
」
で
、
自
身
の
俳
号
が
一

部
に
用
い
ら
れ
、
墓
石
の
右
側
面

に
刻
ま
れ
た
「
散
る
花
や
　
友
に

行
く
野
の
　
道
す
が
ら
」
と
い
う

辞
世
の
句
と
と
も
に
、
生
前
の
活

動
を
後
世
に
伝
え
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
ま
す
。

　「
水
草
や
…
」
で
始
ま
る
其
玉

の
俳
句
は
、数
種
類
存
在
す
る「
利

根
川
図
志
」
の
版
本
の
う
ち
、
万

延
元
年
（
1
8
6
0
）
刊
行
の
再

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

版
本
に
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
版
本
、
そ
し
て
初
版
本
な
ど
を

基
に
作
ら
れ
た
岩
波
文
庫
版
や
、

市
立
図
書
館
で
現
在
読
む
こ
と
が

で
き
る
各
種
現
代
語
訳
版
に
は
掲

載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
俳
諧
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、

市
域
に
は
旧
家
に
古
文
書
、
寺
院

な
ど
に
奉
納
句
額
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
資
料
に
は
、

其
玉
の
ほ
か
に
、詩
玉
・
白
久
（
白

井
）、
雨
谷
・
友
良
（
七
次
）、
昌
水
・

補
水
・
雪
鴻
・
沖
船
・
川
上
・
川

友
（
富
塚
）、
節
斉
（
折
立
）、
花

佛
（
野
口
）、悟
丘
（
平
塚
）
な
ど
、

多
く
の
俳
人
名
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
俳
諧
の
盛
ん
な
土
地
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
本
名
が
判
明
し
て
い
る
一
部
の

俳
人
に
は
村
の
名
主
層
が
含
ま
れ

て
お
り
、
読
み
書
き
や
和
算
な
ど

の
手
習
い
の
ほ
か
に
、
教
養
と
し

て
和
歌
や
俳
句
を
嗜

た
し
なん
だ
の
で
し

ょ
う
。

　
著
名
な
俳
人
と
の
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
大お

お
し
も下
太
子
堂

（
富
塚
）
に
あ
る
奉
納
句
額
に
は
、

小
林
一
茶
な
ど
に
師
事
し
、
句
集

「
憑

た
の
む
か
げ
し
ゅ
う

蔭
集
」を
著
し
た
大
穴
村（
現

船
橋
市
）
の
斉
藤
そ
の
女じ

ょ
が
句
会

の
催
主
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。
明
治
時
代
に
入
っ
て
も
八
木

ヶ
谷
村
（
現
船
橋
市
）
の
俳
人
、

月つ
き
て
い
き
ょ
ざ
ん

亭
居
山
編
集
に
よ
る
俳
書
「
俳

諧
百ひ

ゃ
く
ぎ
ん
い
っ
し
ゅ

吟
逸
趣
」
に
谷
田
・
清
戸
地

区
に
居
住
し
た
俳
人
達
の
作
品
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　好きなものを選んで、自分だけのステンドグラスを
作りませんか。
日程　12月5日㈭　
時間　第1回　午前9時30分
～ 11時、第2回　午前11時
30分～午後1時
対象　一般　各回8人（申し
込み順）
参加費　1,000～3,000円（材
料費）
※作るものにより、材料費
が変動します。
■申　12月2日㈪までに参加費持参の上、直接公民セン
ターへ

ボ  
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

　
ゲ
ー
ム
大
会
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

昼
食
会
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
交
換
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
12
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
が
あ
る
人

　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費

　
5
0
0
円
（
昼
食
代
な
ど
）

み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
不
用

の
12
㌢
サ
イ
ズ
C
D
2
枚

申
　
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

複  

バ
ブ
ち
び
ラ
ン
ド

「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

を
つ
く
ろ
う
」

　
か
わ
い
ら
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
12
日
㈭
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
0
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
子
と

そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
28
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ね
ん
ね
さ
ん
&
プ
レ

マ
マ
ち
ゃ
ん

　「
り
ん
り
ん
サ
ン
タ
さ
ん
」を
作
っ

た
後
、
触
れ
合
い
遊
び
や
茶
話
会
で

育
児
の
情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
月
18
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
6
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者

　
16
組
、
妊
娠
6
か
ら
8
カ
月

ま
で
の
人

　
4
人
（
い
ず
れ
も
申
し

込
み
順
）　

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト

参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
12
月
14
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

　

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

りんりんサンタさん♪

公  ステンドグラス講座

其玉の辞世の句

Roman Holiday

素敵なステンドグラス

交流を深めませんか

　「おたのしみタイム」でサンタさんと遊びましょう。
日時　12月11日㈬　午前10時30分～午後0時30分
対象　乳幼児とその保護者　30組（申し込み順）
※当日は親子自主サークルの希望者も参加します。
持ち物　シチュー皿、スプーン、飲み物、レジャーシート
参加費　500円（材料費など）
■申　11月30日㈯までに電話か直接白井駅前センターへ みんな大好きサンタさん

手作りクリスマスツリー

トナカイくんで遊ぼう
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

が
発
行
さ
れ
ま
す

　
平
成
25
年
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に

納
付
し
た
人
に
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

（
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
）
が
11

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
今
年
度

の
10
月
以
降
に
初
め
て
納
付
を
し
た

人
に
は
、
平
成
26
年
1
月
下
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
時
に
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
こ
の
控
除

証
明
書
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
船
橋
年
金
事
務
所
☎
0
4
7

（
4
2
4
）
8
8
1
1 

・ 

8
8
5
4

◆
税
を
考
え
る
週
間

　
国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務
署
で
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
基
礎
と
な
る

「
税
」
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で

を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
、
今

年
は
「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕

事
」
を
テ
ー
マ
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
申
告
・
納
税
で
き
る「
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
e

―
T
a
x
）
の
利
用
促
進
」
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
　
成
田
税
務
署
☎
0
4
7
6
（
2

8
）
5
1
5
1

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

子

ど

も

白  
ハ
ガ
キ
作
り
体
験

　
身
近
に
あ
る
も
の
で
ハ
ガ
キ
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　
で
き
あ
が
っ
た
ハ
ガ
キ
を
使
っ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
と
し
お
り
を
作

っ
て
み
よ
う
。

日
時
　
12
月
1
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
1
・
5
か
2
㍑
の
空
き
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
2
本
、
タ
オ
ル

参
加
費
　
50
円
（
材
料
費
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

駅  

将
棋
教
室

　
初
心
者
で
も
楽
し
く
参
加
で
き
、

丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

日
時

　
①
12
月
7
日
、
②
1
月
4
日
、

③
2
月
1
日
（
各
土
曜
日
）　
午
前

イ

ベ

ン

ト

◆
白
井
ミ
ニ
福
祉
機
器
展

　
新
し
い
福
祉
機
器
や
情
報
を
知
り
、

身
近
で
見
て
体
験
で
き
る
福
祉
機
器

展
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
、
介
護
に
関
わ

る
相
談
も
行
い
ま
す
。

  

電
動
階
段
昇
降
機
の
試
乗
体
験
や

オ
ム
ツ
の
当
て
方
、
選
び
方
な
ど
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
24
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
清
水
口
第
二
住
宅
集

会
所
　
参
加
費
　
無
料

問
　
ケ
ア
グ
ル
ー
プ「
あ
い
・
あ
い
」

☎
（
4
9
2
）
1
2
3
6

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
30
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
一
般
（
予
約
不

要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
白
井
市
文
化
団
体
協
議
会
　
設
立

記
念
事
業
公
演

　
30
日
㈯
に
市
内
で
活
動
し
て
い
る

62
の
文
化
団
体
（
会
員
1
、
1
7
0

人
）
で
構
成
す
る
「
白
井
市
文
化
団

体
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
文
化
団
体
同
士

が
互
い
に
学
び
助
け
合
い
な
が
ら
、

市
民
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
、
文
化

を
も
っ
て
市
民
に
幸
せ
を
届
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
市
民
が
心
豊
か
に
健
康
に

過
ご
す
た
め
の
文
化
、
仲
間
を
作
る

出
会
い
の
場
と
な
る
文
化
、
次
世
代

に
つ
な
ぎ
遺
す
文
化
の
担
い
手
と
な

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

　
新
し
く
誕
生
し
た
協
議
会
を
記
念

し
て
、
設
立
記
念
事
業
を
開
催
し
ま

す
。
芸
能
や
音
楽
な
ど
、
12
の
専
門

部
の
ス
テ
ー
ジ
と
ホ
ワ
イ
エ
で
の
展

示
、
ゲ
ス
ト
出
演
の
「
白
井
太
鼓
」

に
よ
る
舞
台
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
30
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所　

文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
入
場
料
　
無
料

問
　
協
議
会
事
務
局

　
平
田
☎

　

0
8
0
（
4
7
2
7
）
8
7
1
8

◆
白
井
写
友
会
「
秋
期
写
真
展
」

　
身
近
な
北
総
の
輝
く
よ
う
な
景
観

や
人
々
の
営
み
を
会
員
21
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
感
性
で
捉
え
、
心
を
込
め
て

撮
っ
た
力
作
多
数
を
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
①
〜
11
月
21
日
㈭
・

文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

②
11
月
24
日
㈰
〜
12
月
3
日
㈫
・
白

井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、
③
12
月
7
日
㈯

〜
12
日
㈭
・
西
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス

※
文
化
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
休
館
で
、

各
会
場
と
も
初
日
は
正
午
か
ら
、
最

終
日
は
午
後
3
時
ま
で
で
す
。

問
　
小
野
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
0

◆
青
色
決
算
・
消
費
税
等
説
明
会

　
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作

成
や
消
費
税
、
地
方
消
費
税
の
申
告

書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
12
月
3
日
㈫
・
千
葉

県
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）、
4

日
㈬
・
印
西
市
役
所
、
5
日
㈭
・
八

街
市
中
央
公
民
館
、
9
日
㈪
・
成
田

市
中
央
公
民
館
　
時
間
　
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

問
　
成
田
税
務
署
個
人
課
税
弟
一
部

門
☎
0
4
7
6
（
2
8
）
5
1
5
1

◆
医
療
市
民
講
座
「
乳
が
ん
の
基
礎

知
識
」

　
乳
が
ん
の
リ
ス
ク
と
明
日
か
ら
で

き
る
予
防
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
講
座
で
す
。

日
時
　
12
月
4
日
㈬
　
午
後
2
時
〜

場
所
　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
　
対
象

一
般
　
2
0
0
人
（
先
着
順
）　
講
師

玄
東
吉
外
科
部
長
　
参
加
費
　
無
料

問
　
白
井
聖
仁
会
病
院
総
務
課
☎

（
4
9
1
）
3
1
1
1

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
師
走
の
慌
た
だ
し
い
日
々
の
中
、

朗
読
会
で
ホ
ッ
と
一
息
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
6
日
㈮
　
午
後
1
時
30

分
〜
　
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

研
修
室
　
入
場
料
　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　  

佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
S
I
N
C
S
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
3

　
バ
レ
エ
や
ジ
ャ
ス
ダ
ン
ス
、
創
作

ダ
ン
ス
、
白
井
太
鼓
＋
仙
台
青
葉
祭

り
「
す
ず
め
踊
り
」、
バ
リ
ト
ン
歌

手
の
巨
匠
、
砂
田
直
規
さ
ん
と
の
混

声
合
唱
な
ど
、
楽
し
く
盛
り
だ
く
さ

ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
上
演
し
ま
す
。

収
益
金
の
一
部
は
日
本
赤
十
字
社
や

市
内
の
芸
術
文
化
、
環
境
保
全
活
動

の
た
め
に
寄
付
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
14
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

（
開
場

　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
入
場
料
　

9
9
9
円
（
電
話
予
約
可
）

問
　
S
I
N
C
S
白
井
自
然
と
芸
術

文
化
の
会
事
務
局

　
平
田
☎
0
8
0

（
4
7
2
7
）
8
7
1
8

10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
①
・
③
は
前
日
、
②
は
12
月
28

日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
へ

高

齢

者

申
　
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

シ  

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
〜

　
年
賀
は
が
き
の
作
成
や
E
メ
ー
ル

の
送
受
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲

覧
方
法
な
ど
を
楽
し
く
学
べ
る
無
料

の
講
習
会
で
す
。

日
時
　
12
月
17
日
㈫
〜
19
日
㈭
・
24

日
㈫
・
25
日
㈬
（
全
5
日
間
）　
午

後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
マ
ウ
ス
の
操
作
や
文
字
入

力
が
で
き
、
全
日
程
に
参
加
で
き
る

人
　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
　
11
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

　和紙を折って、袴
はかま

をはいたか
 わいい女の子の色紙を作りませ
 んか。
 日時　12月5日・12日・19日
 （各木曜日・全3回）　午後1時～ 
 3 時
 対象　市内在住の60歳以上 10
 人（応募者多数の場合は抽選）
 参加費　300円（材料費）

■申　11月27日㈬までに電話か直接福祉センターへ

福   折り紙絵講習

　ハンドウォーマーは、指先を使う作業をする時
に便利な手袋です。好きな色の毛糸で温かい自分
だけのハンドウォーマーを作りませんか。
日時　11月29日㈮、12月3日㈫（全2回）　午後1時
～ 3時
対象　市内在住の60歳以上
15人（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　5号の棒針4本、3号か
4号の棒針4本、合太の毛糸2玉、
柄に使用する合太の毛糸2～ 3色
■申　11月22日㈮までに電話か
直接福祉センターへ

福   ハンドウォーマー講習

～振り込め詐欺と思われる電話
がかかってきたら「お金を渡す
前」に家族や警察に相談を！～
◎印西警察署
☎0476-42-0110
◎振り込め詐欺相談ダイヤル
（千葉県警察）
☎0120-494-506　
※平日 午前8時30分～午後5時15分

あったかハンドウォーマー

女の子の折り紙絵

クリスマスカードとしおり

福  

は
じ
め
て
の
遺
産
相

続
と
遺
言
書
の
作
成
セ

ミ
ナ
ー

　
相
続
問
題
に
つ
い
て
「
難
し
い
」

「
良
く
分
か
ら
な
い
」
な
ど
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
遺
産
相
続
や
遺
言
書
を
作
成
す
る

入
門
編
と
し
て
、
事
例
・
法
律
・
概

要
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る

セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
相
談
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
専
門
家
の
話

を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容
・
日
時
　
セ
ミ
ナ
ー　

12
月
6

日
㈮
　
午
後
2
時
〜
4
時
30
分

個
別
相
談
会
　
12
月
7
日
㈯
　
午
前

10
時
30
分
〜

※
個
別
相
談
会
は
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

た
人
が
対
象
で
希
望
者
の
み
行
い
、

1
人
30
分
程
度
で
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具

2013.11.159



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2013.11.15 10み ん な の ひ ろ ば

2,065人が作った心に残る大きな人文字
ギネスの「紙帽子かぶり最多人数」に挑戦 
　10月12日、桜台中学校グラウンド
に大きな人文字「祝20th　桜台小・中」
が出現しました。この人文字は、両校
開校20周年を迎え「子どもたちの心に
残る取り組み」として、桜台小学校保
護者有志で作った実行委員会が企画し
たものです。
　参加者は、児童生徒や保護者、地域
の人たち2,065人で、ギネスの世界記
録「紙帽子をかぶった最多人数」に、
色とりどりの紙帽子をかぶって挑戦し
ました。記録更新認定が楽しみです。

　
支
部
で
は
、
会
報
「
ぬ
く
だ
ま

り
」
を
毎
月
発
行
し
、
会
員
と
市

民
の
心
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、「
だ
れ
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
高
齢
化
社
会
」
を

目
指
し
て
お
り
、
大
事
な
年
金
の

こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
学
習
会
な

ど
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
年
金
が

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
は
黙
っ
て

見
過
ご
せ
な
い
問
題
で
す
。
医
療

制
度
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
全
般

の
改
善
を
願
っ
て
市
と
の
懇
談
、

要
請
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
住
み

よ
い
白
井
を
つ
く
る
活
動
は
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

仲
間
と
い
き
い
き
輝
く

人
生
を

　
私
た
ち
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

年
金
者
組
合
「
し
ろ

い
支
部
」
が
誕
生

　「
全
日
本
年
金
者
組
合
し
ろ
い

支
部
」
は
、
昨
年
の
9
月
に
、「
西

い
ん
ば
支
部
」
か
ら
独
立
し
て
1

年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
1
年
で

24
名
の
新
加
入
が
あ
り
、
現
在
62

名
の
会
員
で
活
動
し
、
新
支
部
誕

生
の
勢
い
の
あ
る
支
部
で
す
。

　
支
部
の
母
体
で
あ

る
「
全
日
本
年
金
者

組
合
」
は
1
9
8
9

年
に
結
成
さ
れ
、
全

国
に
は
約
8
5
0

の
支
部
が
あ
り
、
約

11
万
人
の
仲
間
が
い

ま
す
。

　

「
憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い
」「
平

和
行
進
」
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
は
参
加
し
た
い
も
の
に
だ

け
参
加
で
き
、
会
員
の
希
望
で
新

し
く
サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
を
作

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
年
金
者
な

ら
誰
で
も
歓
迎
で
す
。

　「
楽
し
く
な
く
ち
ゃ
年
金
者
組

合
じ
ゃ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
今

年
も
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。
し
ろ
い
年
金
者
組
合
の
会
費

は
1
5
0
円
（
月
額
）
か
ら
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

連
絡
先
　
中
川
☎
（
4
9
1
）

5
3
9
0

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班

　
内
線
3
1
5
1

高
齢
者
を
な
く
す
た
め
、
地
域
の

仲
間
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
多
彩
な
活
動
を
し
て
お
り
、

こ
の
1
年
で
は
、「
折
り
紙
・
百

人
一
首
の
会
」「
シ
ニ
ア
書
道
塾
」

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑫

全
日
本
年
金
者
組
合

し
ろ
い
支
部

天　

聞
く
耳
を
持
っ
て
聞
こ
ゆ
る
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
白
井
　
山
本
幸
恵

地
　
雨
あ
が
り
俄
か
に
満
ち
る
虫
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
口

　
針
田
達
行

人　

白
樺
の
道
の
彼
方
も
霧
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
の
上
　
大
橋
　
茂

【
選
評
】　

天
　
心
し
て
虫
の
音
を
聞
く
。
何
の
虫
か
を
聞
き

分
け
て
い
る
様
で
も
あ
る
。
聞
く
耳
を
持
つ
と
い
う
表
現
が

す
ぐ
れ
て
い
る
。
地
　
雨
あ
が
り
の
涼
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。

急
に
音
高
く
い
ろ
い
ろ
な
虫
が
鳴
き
出
し
て
秋
の
夜
の
に
ぎ

わ
い
と
な
る
。
人
　
白
樺
の
木
が
有
る
の
は
高
地
の
山
林
で

あ
る
。
彼
方
も
霧
深
し
と
言
う
の
だ
か
ら
霧
の
中
を
歩
い
て

い
る
。
白
樺
の
幹
の
白
さ
が
霧
に
浮
き
出
て
見
え
る
風
景
が

伝
わ
っ
て
来
る
。

　

　
搗
き
た
て
の
新
米
を
抱
く
嬰
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
松

　
　
織
本
泰
子

余
生
て
ふ
こ
と
し
み
じ
み
と
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
次
台

　
片
野
美
耶
子

延
命
水
ひ
と
り
含
み
ぬ
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
士
　
　
齋
藤
順
子

赤
い
羽
根
屈
み
て
つ
け
て
貰
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
の
上
　
新
野
康
雄

名
月
の
一
夜
の
条
く
だ
り

観
て
を
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
士
　
　
土
屋
ト
シ
子

天
高
し
こ
け
む
す
松
の
亭
亭
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
士
　
　
柳
沢
　
純

古
希
過
ぎ
も
悔
ゆ
る
日
あ
り
て
秋
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
込
　
　
山
川
純
子

モ
ク
セ
イ
の
花
咲
き
こ
ぼ
れ
初
孫
の

来
た
る
日
近
し
爺
と
な
る
日
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
の
上
　
石
田
精
一
郎

【
選
評
】　

モ
ク
セ
イ
の
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
、
家
に
初
孫
の
来

る
日
が
近
づ
き
ま
す
。
心
待
ち
の
日
、
そ
れ
は
同
時
に
爺
と

な
る
日
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。  

 

真
夏
日
に
一
日
働
き
暮
る
る
庭
に

虫
が
鳴
い
て
る
と
佇
む
夫
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
　
　
　
印
南
満
子

わ
が
街
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
賑
は
ひ
て

狭
き
走
路
を
数
多
か
け
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
の
上

　
蝦
名
幸
子

白
鵬
に
土
つ
け
し
あ
と
豪
栄
道

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
唇
引
き
し
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
の
上
　
関
根
千
浪

庭
先
に
今
年
も
咲
き
し
曼
珠
沙
華

わ
れ
又
ひ
と
つ
歳
重
ね
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
込

　
　
名
越
た
て
み

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住

所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は

本
名
も
）、
電
話
番
号
を
明
記
（
記

入
な
い
場
合
は
無
効
）
の
上
で
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持
参
、

〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井
市
復

1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書
広
報

課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係

　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

市内で最高年齢者は109歳の漢
かん な

那チエさん
　
　南山にお住まいの漢那チエさんが、10月11日に
109歳の誕生日を迎えました。市内で最高年齢者と
なります。
　漢那さんは、1904年（明治37年）沖縄県石垣島
で生まれ、戦前に東京に上京された後、白井市に
は千葉ニュータウンの入居が開始された、昭和54
年からお住まいになっています。
　子どもの頃は、よく海へアオサやハマグリを採
りに行ったそうです。石垣島は台風の通り道なの

で、台風が来ると草ぶき屋根が飛んだり、石で囲んだ家が崩れたりして大変な被害に
あったとのことでした。
　今まで印象深かったことは何といっても戦中から戦後にかけての食糧難とのことで
した。育ち盛りの子を抱えて大変な苦労をされたとのことです。
　漢那さんは、食べ物に好き嫌いがなく今でもお肉（ステーキ）をよく食べるそうで、
長寿の秘訣になっているようです。
　1男4女に恵まれ、現在孫が13人、ひ孫が18人いらっしゃいます。これからもお元気
でお暮らしください。
※漢那さんが生まれた1904年は日露戦争が勃発、まだ伊藤博文や夏目漱石が存命して
いました。

グラウンドいっぱいに広がった人文字

年金者の集会に参加

書道で心をつなぎます

とてもお元気な漢那チエさん


